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一

　

問
題
の

所
在

　

日

本
で

は

平
安
期
に
か

け

て

仏
性
論
争
が

激

化
し

た
。

特
に

天

台
と

法
相
に

お

け

る
一

切
皆
成

と

五

性
各
別
に

及
ぶ

思
想
的

抗
争
は

日

本
仏

教
の

精
華
と

言
っ

て

も
よ
い

。

従
来
そ
の

経
緯
を

究
明
す
る

に
あ

た

り
、

『

涅

槃
経
』

に

基
づ

く
仏

性
思
想
が

焦

点
と

な
っ

た
。

本
研

究
で

は

唐

代
中
国
仏
教

か
ら

継
承
し

た

仏
性
思

想
史
が
一

体
ど

の

よ

う
に

展
開
さ

れ

た

の

か

を
主
に

平

安
中
期
に

活
躍
し
た

恵
心

僧

都
源
信
（
九

四
ニ

ー

一

〇
一

七
）

の

『

一

乗
要
決
』

（

以

下
『

要

決
』

）

か

ら

尋
ね
て

い

き
た
い

。

従
っ

て

本
稿
で

は

『

要
決
』

の

中
で

も
第
四

「

引
一
一

切

衆
生

有
性
成

仏
文

」

と

第
六

「

遮
一

無
性
有
情
執
一
」

の

二

項
目

か

ら
、

源
信
が

ど

の

よ

う
な
視

点
に

立

ち
『

涅
槃
経
』

の

教
証
を
依
用

し

て

い

く
の

か

を

明
ら
か

に

し

た
い

。

二

　
一

切
衆
生

有
性
成
仏
に

つ

い

て

『

要
決
』

の

大

文
第
四

は
、

源
信
が
一

切

皆
成

説
を
顕

揚
す
る

重

要

な

所
で

あ
る

。

本
章
の

組
織
は
二

つ

の

チ
ャ

プ

タ

ー

か
ら

構
成

さ

れ

て

い

る
。

初
め

に

法
宝

が

宣

説
し
た

六

経
二

論
を

挙
げ

、

次
に

源
信
自
身

が
十
二

文
の

経
論
を

挙
げ
て

論
証
し
て

い

く
の

で

あ
る

。

第
一

の

法
宝

と

は

『

要

決
』

の

割
注
に

お
い

て
、

「

大

唐
仏
授

記
寺
沙

門
法
宝
造
六

巻

章
。

名
二

一

乗
仏

性
究
竟
論

の

破
二

三

乗
五

性

義・

立
二

一

乗
仏
性

義
の

…
（

中
略
）

…

叡
山
伝
教
大

師
製
二

三

巻
章

名
守

護
国

界
章
の

其

中
広

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　

破
二

一

師
三

乗
五

性

義一

助
二

成

宝
公
一

乗

仏
性

義
」

と
、

源
信
は

法

宝
の

＝

乗
仏
性

究
竟
論
』

（

以

下

『

究
竟
論
』

）

か

ら

援
用
し

て

い

く
。

そ
し
て

、

既

に

そ
の

こ

と
は

最
澄
の

述
作
で

あ

る

『

守
護
国

界
章
』

か

ら

継
承
す
る

問
題

で

あ
る

と

言
及
す
る

の

で

あ

る
。

六

経
二

論
と

は

大

文

第
二

「

引
二

余
教
二

乗
作

仏
文
一
」

の

中
で

南
都
徳
一

が

問
い

を
立

て

る
部

分
か

ら

窺
え
る

。

　
宝

云
。

復
引
下

説

二

乗
仏
性一

経
義
決

定
者
P

彼
自
引
二

八

教
。

論
義
決
定

。

　
一

大
雲

経
。

二

涅
槃
経

。

三

法
華
経

。

四

密
厳
経

。

五

込

嬲
伽

経
。

六

勝
鬘

　
経

。

七

宝
性
論

。

八

仏

性
論

。

依
二

此
八

教
』

証
二

一

乗
仏

性
。

　
法
宝
は
こ

れ

ら
の

諸
経
論
に

拠
っ

て
一

乗
仏
性

説
の

優
位
性
を

宣
説
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し

て

い

く
の

で

あ
る

が
、

そ
の

中
で

も

第
二

『

涅
槃
経
』

の

教
証
は

か

な

り
長
く
経
文
を

引

用

し

て

い

る

た

め
、

源
信
も
そ
れ

を

継
承
し
て

広

く
問
答
を
設
け
て

い

る
。

本
文
第
四
で

は

ま
ず
初
め

に

法
宝

が

第
一

『

大

雲

経
』

の

教

証
に

基
づ

き

コ

切

衆
生

悉
有
二

理

行
二

性

L

と

し

て

立

論
し

て

い

る
。

こ

こ

で

い

う
理
行
と

は

理
仏
性
と

行
仏
性
の

意
味
と

展
開

さ

れ
る

。

そ
の

理

行
二

仏

性
に

つ

い

て

『

要
決
』

で

は
『

涅
槃
経
』

の

経
文
に

沿
い

な
が

ら
再
説
し

て

い

く
。

例
え

ば
、

そ
の

中
で

は

『

涅

槃
経
』

「

師
子

吼

品
」

に

基
づ

き

本
有

今
無
偈
の

三

世
論
や

乳

酪
の

精

製
過
程
の

譬
喩
な
ど

を

挙
げ

、

衆
生
の

心
と
阿

耨
菩
提
と
い

う
関
係
性

を

追

求
し

て

い

こ

う
と

す
る

。

そ
の
一

例
と

し

て

法
相
の

神
泰
と

新
羅

の

義
栄
が

諍
論
す
る

箇
所
で

源
信
は

次
の

よ

う
な
論
説
を

引
く
。

立
・
無
性゚

者
。

会
＝

釈
大

経
凡
有
心

者
等
文一

云
。

経
云

。

衆
生
亦
爾

。

悉
皆
有

心

者
。

此
語
是
総

通
。

挙
下

有
性
無

性
衆
生

。

異
二

於
木
石

』

皆
名
中

有
心
四

次

言一

凡
有

心

者
。

定
当
F

得
レ

成
二

三

菩
提
「

者
。

此

句
則
狭

。

即

唯
簡
取
二

有

性
有
心

消
誠
仏
者

の

故
云
二

凡
是
有
心

。

当

得
成
仏

。

不
レ

挙
二

無
性
有
心

。

及

巳

成
仏
等
4

　

こ

の

点
か

ら

も
窺
え
る

よ

う
に

法
相
で

示
す
『

涅
槃
経
』

の

解
釈
は

 
「

悉
皆
有
心
」

で

あ
る

有
性
無
性
の

衆
生
が

木
や

石
と

は

区
別
さ
れ

る

意
味
と

し

て

解
釈
さ

れ
、

 
「

凡
有
心
者
」

は

衆
生

の

対
象
範
囲
が

無

性
有
情
と
仏

を
除
い

た
意

味
と
し

て

解
釈
さ
れ
る

。

つ

ま

り、

一

乗

家
は

「

悉
皆
有
心
」

も
「

凡
有
心

者
」

も
有
性
無
性
の

有
心
で

あ

る

全

て

と

捉
え
る

が
、

一

方
三

乗
家
は

有
性
無
性
の

有
情
が

悉
皆
有
心
で

あ

『

一

乗
要
決
』

に
お

け
る

『

浬
槃
経
』

の

受
容
（
藤

　
村）

り
、

そ
の

中
で

も
有
性
有
心
の

者
が

凡
有
心
者
で

あ
る

と

捉
え

て
い

る
。

こ

の

法
相
の

主
張
に

対
し
て

源
信
は

「

涅

槃
経
』

の

原

典
に

拠
っ

て

論

難
し

、

「

譬
喩
云
下

有
二

乳
酪

の

故
定
当
歩

得
レ

蘇
（

云

云
）

。

乳

酪

譬
レ

心
。

蘇
譬一

菩
提

刃

若
如
二

所
釈
刃

応
レ

云
卜

雖
レ

有
二

乳
酪
一

得
レ

蘇
不
定
炉

譬

既
不
レ

然
・

知
二

此

駿
の

」

と
・

乳
酪
の

心
は

有
る

が
・

蘇
の

菩

提
に

な
る

と

は

限
ら

な
い

と

理

解
し

て

し
ま
う
と

、

明
ら

か

に

矛
盾
で

あ
る

。

何
故
法
相
の

神
泰
は

五

性
各
別
に

基
づ

き
「

心

有
る

者
」

と

限
定
し
て

し

ま

う
の

だ

ろ

う
か

。

乳
酪
の

譬
喩
を
誤
っ

て

解
釈
し
て

は

な
ら

な
い

と

源
信
は

明
言
す
る

。

さ

ら

に

源
信
は

経
典
で

次

の

よ

う
な
典
拠
を
示

す
。

善
男
子

。

衆
生

仏
性

。

非
レ

有
非
レ

無
。

所
以

者
何

。

仏
性

雖
レ

有
。

非
レ

如

虚
空
』

…

（
中
略
）

…

仏
性
雖
レ

無
。

不
レ

同
二

兎
角
』

…

（

中
略
）

…

是
故

仏

性
。

非
レ

有
非
レ

無
。

亦
有
亦
無

。

…
（
中
略）

…

有
無
合
故。

即
是
中
道

。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
ら　

是
故
仏
説
二

衆
生

仏
性
非
レ

有
非

ワ

無
。

　

仏

性
と

は

実

体
的

に

有

る

と

捉
え

る

な
ら

ば

虚

空

で

あ
る

と

執

着

し
、

反

対
に

仏

性
が

無
い

と

捉
え
る

な

ら

ば

兎

角
を

生

じ

る

虚

妄
に

陥
っ

て

し
ま
う

。

つ

ま
り
源
信
は
一

面
的
な
見
方
で

仏
性
を

理

解
せ

ず
、

両

極
を
離
れ

た

融
通
無
碍
な
る

中
道
こ

そ
が

衆
生
仏
性
の

真
意
で

あ
る

と

解
釈
す
る

の

で

あ

る
。

そ

し

て

＝

切
」

に

つ

い

て

は

況

復
同
経
三

十
六

云
。

雖
レ

信
一

仏
性

。

是

衆
生

有
レ

不
二

必
一

切
皆
悉
有
レ

之
。

是
故
名
為一

信

不

具
足
4

…

（

中
略
）

…

明
二

一

切
衆
生

悉
有
仏

性一

者
。

非
二

是
少
分

。

若
猶
堅

執
二

少
分
一

切
ゆ

非
二

唯

違
ワ

経
。

亦

信
不

具
。

何
因
楽

六
七

一 585 一
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『

一

乗
要
決
』

に

お
け
る

『
涅
槃
経
』

の

受
容
（
藤
　
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
レ

作
二

一

闡
提一

耶
。

由
レ

此
応
レ

許
二

全

分
有
性
凋

理
亦
応
レ

許
二

一

切
成
仏

調

と
、

「

迦

葉
品
」

に

基
づ

き
一

切
と

少
分
の
一

切
を

解
釈
す
る

。

源
信

の

主

張
は

乳
酪
の

譬
喩
を

援
用

し

な

が

ら
、

「

迦
葉
品
」

に

お

け
る

信

不
具
足
の

経
説
を
提
示

す
る

。

要
す
る

に

こ

こ

で

は

法
相
の

立
場
で

捉

え
る
一

切
悉
有
と

は

対
象
者
を
限

定
的
に

解
釈
し
て

し

ま
う
た
め

、

そ

れ
こ

そ
『

涅
槃
経
』

の

真
意
を
理

解
で

き
な
い

だ
け
に

留
ま
ら

ず
、

信

不
具
足
の

者
に

陥
る
の

で

は

な
い

か
と

反
論
す
る

。

つ

ま
り
、

少
分
の

一

切
に

執
着
す
れ

ば

『

涅
槃
経
』

の

経
説
の
一

切
に

背
く
の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

わ

ざ
わ

ざ

教
え
に

背
い

て

信
不
具

足
の
一

闡
提
を

ね

が

う
愚

か
者
が
い

る

で

あ
ろ

う
か

と

批
判
す
る

の

で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

こ

こ

で

の

「

少
分
の
一

切
」

も
ま
た

先
程
の

「

凡

有
心

者
」

と

同

意
で

あ
り

固
定

的
な

衆
生

対
象
と

な
っ

て

い

る
と

言
え
る

。

　

続
い

て

法
宝
を

批
判
し
た

慧
沼
の

『

能
顕

中

辺
慧
日
論
』

が

引
用
す

る

『

涅
槃

経
』

の

解
釈
で

は

次
の

よ

う
な

経
説
が

問
題
と

な

る
。

　
問

。

沼
公
通

涅
槃
経
雖
レ

信
二

仏

性
是
衆
生

有」

不
レ

信．
二

切
悉
有
仏
性
の

名
一

　

信
不
具

足
』

云
此

亦

不
レ

然
。

経
不一一
明
説
ゆ

若
不
レ

信
三

一

切
衆
生

悉

有
二

行

　
仏

性一

者
。

名一

信
不

具
足
ゆ

（
已

上
）

此

義
云

何
。

答
。

経
不
レ

別
二

理

性
行

　

性
司

但
令
二

衆
生

成
仏一

之
性
名
為
二

仏
性
の

故
彼
経
云

。

凡
有
レ

心
者

。

定
当

　
レ

得
レ

成
・

阿
耨
菩
提
』

以
二

是
義一

故
。

我
常
宣
二

説
一

切

衆
生

悉
有
仏
性
」

（

云

　
云
）

約
二

此

仏
性
魂

説
言
下

不
レ

信
三

一

切
悉
有
二

仏
性
』

名
中

信
不
具
足
上

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

不
レ

可＝

曲
釈
レ

経
従
一
己

情
』

　

慧
沼
は
一

切

衆
生

悉

有
仏
性
と

は

本

来

＝

切

衆
生

悉

有
行
仏
性
」

の

意
味
で

捉
え

る

べ

き
で

あ
る

た
め

、

決
し

て

『

涅
槃
経
』

の

真
意
は

六
八

不
特
定
多
数
で

あ
る
一

切
を

指
し

て

い

る
の

で

は

な
い

と

主

張
す
る

。

つ

ま
り

、

行
仏
性
の

在
り
方
を

信
じ

な
い

者
が

『

涅
槃
経
」

で

は

信

不

具

足
と
い

う
の

に

他

な

ら

な
い

と

解
釈
す
る
の

で

あ

る
。

一

方
源
信
は

そ

も
そ
も

『

涅

槃
経
』

の

仏
性
説
は

理

仏
性
と

行
仏

性
に
二

分
す
る
こ

と
を

説
い

て
い

な
い

。

た

だ
一

切
衆
生

を

成
仏
さ

せ

る

本
性
を

仏
性
と

い

っ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

か

ら

で

あ
る

。

故
に

、

一

切

衆
生
悉

有
仏
性

の

道
理
を
信
じ
な
い

者
を
信

不
具
足
と

い

う
の

に

他
な

ら
な

く
、

原

典

に

説
か

れ
て
い

な
い

行
仏
性
と
い

う
概
念
規
定
に

よ
っ

て
、

『

涅
槃
経
』

の

経
説
を
推
論
し
て

は

な

ら

な
い

と

慧
沼
の

主

張
を
退
け
る
の

で

あ
る

。

三

　
五

性
各
別
に

お

け
る

無
性
有
情

　

大
文
第
六

で

は

文
字
通
り
法
相
宗
が
宣
揚
す
る

五

性
各
別

説
を
主

題

と

す
る

。

そ

の

中
で

最
下
位
の

無
性
有
情
の

成
仏
は

源
信
も
複
数
の

テ

キ

ス

ト

を

挙
げ
て

論
証
を

試
み

て

い

る
。

そ
も
そ
も
五

性

各
別
と
は

玄

奘
の

糅
訳
で

あ
る

『

仏

地

経
論
』

の

中

で

「

由
二

法
爾
一

故
。

無
始

時

来
一

切

有
情
有
二

五

種
性
』

　一

声
聞
種
性

。

二

独

覚
種
性

。

三

如
来
種

性
。

四

不
定

種
性

。

五

無
有
出

世
功
徳

種

摩
」

と

説
か

れ
、

ま
た

経

典
と
し

て

も
『

入

楞
伽

経
』

の

中
で

二

種
闡
提
説
を
説
い

て

い

る

た

め
、

五

種
性
の

背

景
は

既
に

イ
ン

ド

文

献
か

ら

伝

承
さ
れ

る

こ

と

が

窺
え

る
。

以

来
そ

の

説
示
は

慈
恩

大
師
基

ら

に

よ
っ

て

支
持
さ
れ

て
い

く
の

で

あ
る

。

　

そ

う
し

た

法
相
の

五

性
各
別
説
は

日

本
の

天

台
に

お
い

て

も
大

き
な
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影
響
を

及
ぼ

す
。

中
で

も
そ

の

先

手
が

最

澄
で

あ
り

、

例
え
ば

『

通

六

九

証

破
比

量

文
』

（
以

下
『

比

量
文
』

）

で

は

基
の

五

性

各
別

説
に

対

し

て

痛
烈
な
批
判
を
加
え
て

い

る
。

こ

こ

で

の

最
大
の

争
点
は

基
に

お

け
る

『

涅
槃
経
』

解
釈
を
質
し
て

い

く
こ

と

で

あ

る
。

つ

ま
り
基
は
一

闡
提
思
想

と

無
性
有
情
を

会
通
し

よ

う
と

試
み

て
い

る

が
、

そ
の

こ

と

が
一

乗
家
で

あ

る

最
澄

、

ひ
い

て

は

源
信
の

反
論
を
招
い

て

い

る
。

元

よ

り
『

比

量

文
」

で

は

基

の

『

成
唯
識

論
掌
中
枢
要
』

（

以
下

『

枢
要
』

）

の

九

証
一

量

説
に

対
し

て

論
難
を

立

て

て

い

る
。

そ
の

内
容
は

以

下
の

通
り
で

あ

る
。

　
引
二

六

証』

立
二

一

量

云
。

二

乗
之

謁
）

応
レ

有
二

定
性
一

也
。

又

引
二

九

証
詛

　
立
二

一

量
…

云
。

所
説
無
性

。

決
定
応
レ

有
。

　
最

澄
の

著
作

名
か

ら

も

窺
え
る

よ

う
に

、

基
は

定
性
二

乗
と

無
性
有

情
の

機
類
を
六

証
一

量
と

九

証
一

量
の

二

つ

に

分
け

て

論
証
し

て

い

る
。

そ

し

て

今

問
題
と

な

る

「

無
性

有
情
」

は

後
者
の

九

証
（

実
際
に

は

十

証
）

一

量
（

推
論）

に

属
す
る

。

そ
の

う
ち
一

証
か

ら

五

証
ま
で

が

『

涅
槃
経
』

の

教
証
で

あ
る

が
、

し

か

し

『

枢
要
』

で

は

経
典
本
文

の

内
容
を

換
骨
奪
胎
し
て

い

る
。

そ
れ
に

対

し

て

源
信
が

最
澄
と

は

異

な

る

論
法
で

幾
つ

か

論
駁
を

加
え

て

い

く
の

で

あ
る

。

例
え
ば

、

基
が

「

迦
葉
品
」

の

三

種

病
人
に

対
し
て

次
の

よ

う
な

言
及
を

施
す

。

譬
如
≡

病
人

有
二

其
三

種
』

　一

者
若
遇
一
良
医

妙
薬
』

及
以

不
レ

遇
必

当
レ

得
レ

差
。

二

者
若
遇

即
差

。

不
レ

遇
不
レ

差
。

三

者
遇
与
二

不

遇
の

必

不
レ

可
レ

差
ρ

勘
是

定
性
大
乗

。

次
為
二

不
定
性
司

第
三

即

是
定
性
二

乗
及

与
二

無
性
の

（
云

云
）

『

一

乗
要

決
』

に
お

け
る

『

涅
槃
経
』

の

受
容
（

藤
　
村
）

　

基
は
五

性

各
別
の

原
則
に

基
づ

き
病
人
の

解
釈
を
試
み

て
い

る
。

す

な
わ

ち

 
菩
薩

 
不
定
 
声
聞
・

縁
覚
の

二

乗
と

無
性
と

規
定
さ

れ

る
。

ち
な
み

に
こ

こ

で

い

う
無
性
と

は

無
性
有
情
の
一

闡
提
で

あ
る
と

捉
え

て
い

る
。

そ
れ
に

対
し
て

源
信
の

主
張
は

同
じ

く
『

涅
槃
経
』

「

現
病
品
」

「

徳
王

品
」

「

迦
葉
品
」

の

経
文

を

積
極
的
に

取
り
挙
げ
て

三

病
人
の

真

意
を

明
か

す
。

例

え
ば

「

迦
葉
品
」

の

原

典
で

は
、

「

如
三

病
人
倶
至

医
所

。

…

（

中
略
）

…

其
易
治
者
喩

菩
薩

僧
。

其
難

治
者
喩

声
聞
僧

。

　
　

　
　
　

　
　
　
ほ

　

不
可
治

者
喩
一

闡

提
。

」

と

説
か

れ

て

い

る

が
、

源

信
は
こ

の

事
を

踏

ま

え

て
、

「

此
中

。

全

無臆一
定
性
二

乗
。

無
性

有
情

。

合

為
二

一

文
。

既

非
二

経
文
噸

為
レ

証
不
 

塵
。

」

と

『

涅
槃

経
』

本
文
に

は

定
性
二

乗
や

無
性
有
情
の

文
言
が

全
く
説

か

れ
て

い

な
い

こ

と

を

主

張
す
る

。

要
す

る

に

法
相
宗
が

説
く
五

性
各
別

説
は

経
典
に

説
か

れ

て

い

な
い

概
念
規

定
で

あ
り
論
証
に
は

な
ら

な
い

と

批
判
す
る
の

で

あ
る

。

　

ま
た

同
様
な
形
で

源
信
は

「

師
子
吼
品
」

と

「

迦

葉
品
」

の

経
説
を

融
合
し
た

恒
河
辺
の

七

種
人
の

譬
喩
に

つ

い

て

論
説
す
る

。

譬
喩
の

内

容
を

整
理
す
る

と
、

 
「

常
没
11
一

闡
提
」

 
「

暫
く
出
で
て

還
っ

て

没
す
11

提
婆
達
多
・

善
星

比
丘

等
」

 
「

出
で

已
り
て

即
ち
住
す
”

舎

利
弗
・

目
蓮
・

僑
陳
如

ら

の

五

比
丘

や

四

衆
等
」

 
「

出
で

已
り
て

遍

く
四

方
を

観
ず
11

四

向
四

果
の

須

陀
沮
」

 
「

遍

く
観
じ

巳
り
て

行
く

11

四

向
四

果
の

斯
陀

含
」

 
「

行
き
已
り
て

ま
た

住
す
11

四

向
四

果
の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

13）

阿
那
含
」

 
「

水
陸

倶
に

行
く
”

阿
羅
漢
・

辟
支
仏
・

菩
薩
・

仏
」

で

あ
る

。

六
九
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『

一

乗
要
決
』

に
お

け
る

『

涅
槃
経
』

の

受
容
（

藤

　
村）

　

衆
生
の

修
道
的
志
向
に

基
づ

く
七
つ

の

分

類
で

あ

り
、

魚
や

亀
の

別

は

あ
る

け
れ

ど

も
水

中
（

仏
性

水
）

と

し

て

は

そ

れ

ぞ

れ

離
れ

な
い

存

在
で

あ
る

こ

と
を

喩
え
て

い

る
。

経
典
で

は

水
が

「

世
間
・

此

岸
」

で

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
14）

あ
り

、

陸

が

「

出
世

間
・

彼
岸
」

と

し

て

明
か

し
て

い

る
。

こ

の

譬
喩

か

ら

源
信
は

慧

沼
の

解
釈
の

誤
り
を

指
摘
し

て

い

く
。

沼
公
云
。

既

言
二

各
一

』

常
没
之

者
。

即
是

無
性

。

不
レ

爾
与
二

一

人

具

七

何

別
。

（
云
云
）

此
義
云

何
。

答
。

具
七

常
没

。

転

作
二

余
六
』

当
レ

知
。

常
言
非一・

　
畢
竟
』

各
一

常

言
。

亦

何
畢
竟
耶

。

況

復
各
一

者
。

横

論。

具
七

者
。

竪

邂
　

慧
沼
の

主

張
は

常
没
は

明
ら
か
に

七

種
の

中
の
一

つ

で

あ
る

畢
竟
無

性
の
一

闡
提
で

あ
る

と

規
定
す
る

。

一

方
源
信
の

主

張
は

常
没
と
い

え

他
の

六
種

を

含
め

た

第
七

の

常
没
に

他
な
ら

な
く

、

決
し

て

各
別
と

し

た

畢
竟
無

性
で

は

な
い

と
い

う
。

す
な

わ

ち
横
方
向
の

立

場
で

は

個
別

に

見
え
る

が
、

し

か

し

縦
方
向
の

立

場
で

は

七

種
は

同
一

の

地

平
な
の

で

あ
る

と

反
論
す
る

。

つ

ま
り

、

源
信
は

法
相
の

五

性
各
別
説
に

対
し

て

衆
生

を

各
一

（

各
別）

で

捉
え
る

の

で

は

な

く
、

具

七
（

円
融
）

と

し

て

捉
え

る

べ

き
と

論

証
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

四

　
結

論

　

法

相
宗
は

師
で

あ

る

玄

奘
の

翻
訳
し

た

教
理

を

中
心
に

従
来
あ

る

仏

性
説
を
理

行
二

仏

性
と
し

て

展
開
さ
せ

る
。

と
こ

ろ

が
あ

く
ま
で

玄

奘

の

弟

子
で

あ
る

以

上

は

『

瑜
伽
師
地

論
』

や

『

成
唯
識

論
』

と
い

っ

た

七
〇

テ

キ
ス

ト
に

論
拠
を
見
出
し

た
。

一

方
源
信
の

『

要
決
』

は
『

涅
槃
経
』

の

所
説
に

信
奉・

し
、

悉
有
仏
性
や
一

闡
提
に
つ

い

て

広
く
言
及
す
る

。

確

か

に

法
宝

、

最
澄
と

い

っ

た

思

想
系
譜
を

継
承
し

て

い

る

上
で

は
、

オ

リ
ジ

ナ
ル

な
論
説
と

は

言
い

難
い

が
、

し

か

し

源

信
の

主
張
は

単
に

従

来
の

学
説
の

焼
き
直
し
で

は

な

く
、

五

種
機
根
の

歴
史
の

厚
さ

に

決
着

を
付
け
ざ
る

を

得
な
か
っ

た
。

つ

ま

り
歴

史
的

に

は

法
宝
の
『

究
竟
論
』

で

も
既
に
一

切
皆
成
は

説
か

れ

て
い

る

け
れ

ど

も
、

源
信
自

身
は

そ
の

問
題
に

対
し
て

判
然
と

し

な
い

理
由
が

あ
っ

た
た

め

『

要
決
』

を
著
し

て

世

に

問
う
た

の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

そ
の
一

因
と

し

て

『

涅
槃

経
』

の

円

融
無
碍
な
る
一

切
皆
成
説
が
重

要
視
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

1
　
『

一

乗
要
決
』

恵
全
二

・

八

−
一

〇

頁
。

　

　

2
　
恵
全
二
・

四
三

頁
。

3
　
恵
全
二

・

七

四

−
五

頁
。

　
　
　

4
　
恵
全
二
・

七

五

頁
。

　
　
　

5

恵
全
二
・

九

〇

頁
。

　

　
　

6
　
恵
全
二

・

七
五

−⊥
ハ

頁
。

　
　

　

7
　
恵

全
一

∵

七

六

−
七

頁
。

　

　

8
　
『

仏

地

経

論
』

二

巻

　
大
正

二

六
・

二

九

八
a

。

　
　
　

9
　
『

通
六

九
証

破
比
量

文
』

　
伝
全
二

・

七
二

三

頁
。

10
　
恵
全
二
・

＝
一
〇

頁
。

　
　
　

11
　
『

涅
槃
経
』

三

三

巻

「

迦

葉
品
」

　
大

正
一

二
・

五

六

〇
c

。

　

　
　

12
　
恵
全
二

・
一

二

二

頁
。

　
　

　

13
　
恵

全
二

・
一

二

六

−
七

頁
。

　
　
　

14
　
『

涅
槃
経
』

三

六

巻
「

迦
葉
品
」

　
大

正
一

二

・

五

七
四

cl

五

七
九

b
。

　
　
　

15
　
恵
全
二

・
一

二

七

ー
八

頁
。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　
源
信

、

『

一

乗
要
決
』

、

『

涅
槃
経
』

、

悉
有
仏
性、

五

性
各

　

　
　

　
　

　

別

　

　
　

　
　
（

同

朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
所
員
・

博
士
（
文
学）
）
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